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 要 旨   
背景： 
外傷性脳損傷のアウトカムにおいて、実験研究や臨床研究では、アルコールによる影響

については矛盾した所見が得られている。この研究の目的は、包括的な外傷データベース

を用いて、血中アルコール濃度が外傷性脳損傷の患者における死亡率と関連があるかどう

かを決めることある。 
方法：  
研究デザイン：コホート研究。セッティング：アメリカ合衆国の 8 つの外傷センターお

よび 51 の非外傷センターで行った。患者： 18 歳から 84 歳までの 1529 人で、2001 年 7
月から 2002 年 11 月までに外傷性脳損傷で入院した患者とした。暴露：病院の救急部で評

価された血中アルコール濃度とした。アウトカム：受傷後 90 日目および 365 日目の院内死

亡率とした。 
結果： 
交絡変数を調整後、血中アルコール濃度によって、90 日目および 365 日目の死亡率に有

意差は認めなかった。 
結論： 
外傷の重症度を調整後、アルコール酩酊は外傷性脳損傷後の死亡率の有意な低下に関連

がなかった。より高い血中アルコール濃度で死亡率がより低くなるという傾向が見られた

が、これらはアルコールと外傷性脳損傷との複雑な相互作用についての疑問を投げかけ、

そしてアルコールによる保護効果の可能性についての更なる研究を保証する。 

 




